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(山田高校マンガ部)

た
だ
い
ま

No.１７９

こ
ん
に
ち
は
。

初
め
ま
し
て
。

私
は
シ
テ
ィ
ラ
ウ
ダ
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ヂ
ラ
で
す
。
私
は
高
知
工

科
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

１
年
で
す
。
今
は
ま
だ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
パ
レ
ン
バ
ン
市
に
住

ん
で
い
ま
す
。
去
年
の
10
月
に

入
学
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

た
め
の
入
国
制
限
で
日
本
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
パ
レ

ン
バ
ン
は
ス
マ
ト
ラ
島
の
南
部

に
あ
り
ま
す
。

　

今
日
は
皆
さ
ん
に
パ
レ
ン
バ

ン
市
を
紹
介
し
ま
す
。

　

パ
レ
ン
バ
ン
は
ス
マ
ト
ラ
で

２
番
目
に
大
き
な
都
市
で
す
。

そ
し
て
、
ス
マ
ト
ラ
島
で
２
番

目
に
人
口
の
多
い
都
市
で
も
あ

り
ま
す
。
山
、
ビ
ー
チ
、
海

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
て

も
有
名
な
川
が
あ
り
ま
す
。

『
ム
シ
川
』
で
す
。
ム
シ

川
は
ス
マ
ト
ラ
で
一
番
長
い

川
で
す
。
パ
レ
ン
バ
ン
市
を
東

シ
テ
ィ
・
ラ
ウ
ダ
ト
ゥ
ル
・
フ
ァ
ヂ
ラ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
／
パ
レ
ン
バ
ン
市

か
ら
西
に
流
れ
て
い
ま
す
。
パ

レ
ン
バ
ン
市
は
、
こ
の
川
に
よ

っ
て
２
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
川
に
は
大
き

く
て
雄
大
な
ア
ン
ペ
ラ
橋
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
は
誰
で

も
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
名
物
料
理

ペ
ン
パ
を
知
っ
て
い
ま
す
。
ペ

ン
パ
は
、
魚
の
す
り
身
に
い
ろ

い
ろ
な
具
を
入
れ
て
揚
げ
た
も

の
で
す
。
現
在
で
は
多
く
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

私
の
お
気
に
入
り
は
『
卵
入
り

ペ
ン
パ
』
で
す
。　
　

　

ま
た
、
パ
レ
ン
バ
ン
市
に
は

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
２

０
１
１
東
南
ア
ジ
ア
競
技
大
会
、

２
０
１
８
ア
ジ
ア
競
技
大
会
を

主
催
し
た
の
で
、
競
技
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
パ
レ
ン
バ
ン
の
景
色

と
食
べ
物
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

川に遊び、山を渉猟し、花鳥風月を愛でて杯を上

げていたと思われる。戦国時代において主君がこ

うした日常を過ごしていたのでは、領内は必ず乱

れるのが歴史の常である。「麻呂は武芸は嫌いじ

ゃ」という元義を育て、許した両親の責任も大き

い。

　集団を率いる者に、部下が一族の運命を賭して

諫言する時、その諫言を受けた者が自己の非を悟

る能力が少ない時は、西念のような悲惨な末路を

たどってしまうこともままある。

　土佐戦国時代を生き残る力を山田大中臣氏は持

っていなかった。一方で、土佐有数の豪族山田氏

の存続の為、一身と領地一族を賭しても諫言の挙

に出た家臣もいたのである。追放されて失意の中

で死去したと言われる主君の元義に比べ、一瞬で

はあるが、光芒を放った忠臣がいたことも忘れて

はならない。

（香美市文化財保護審議会・岡村）

　西峰地区は、香北町美良布地区の北岸、山腹東

側にある集落であり、今回は、この集落に伝承さ

れている伝説を紹介します。

　西ノ峰左近入道西念は、土佐戦国時代の山田河

内守基道の家臣で、西峰の領主であった。西念と

いう名から推測するに、家督を譲り、法名を称す

る年配者であったのであろう。

　伝説では、天文十二年（１５４３）正月、山田元

義の武家の頭領にあるまじき素行を諌めたため、

切腹を命じられ手打ちにされ、奥方は西峰の館に

火を放って殉死したとされる。町田堰の南山、烏

ヶ森城の西内常陸、香我美橋北詰、雪ヶ峰城主山

田監物長秀が、元義から蟄居を命じられていた頃

の事と思われる。

　山田氏の周辺には姻戚関係である野市の香曽我

部氏、岡豊の長宗我部国親がおり、物部川筋の

村々を治め、高知平野の取水口、舟入川を抑え、

財政的基盤は確立していたと思われる。

　元義は、公家に憧れており、京大阪の材木や米

商人と交流し、猿楽・演舞・蹴鞠・茶の湯・和歌、

いさ

ちっきょ

かんげん

おおなかのおみ

けまり

第３２回  西ノ峰西念の伝説２回  西ノ峰西念の伝説

２６Kami

その１７６神氏ちゃん

◆
カ
レ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

山
田
高
校
生
が
企
画
し
た
カ

レ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
in
香
美

２
０
２
２
が
開
催
中
で
す
。

　

市
内
の
参
加
店
舗
で
カ
レ
ー

を
食
べ
て
素
敵
な
景
品
を
ゲ
ッ

ト
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

４
月
24
日
（
日
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】
生
涯
学
習

振
興
課

☎
53
・
１
０
８
２

【
参
加
店
舗
】

カ
フ
ェ
ア
イ
ビ
ー
、
カ
フ
ェ
ア

ヤ
ム
、
カ
フ
ェ
オ
ー
チ
ョ
、
カ

フ
ェ
モ
グ
・
カ
ミ
ー
ノ
、
カ
フ

ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
マ
リ
ソ
ル
、
茶

房
古
古
、
ヒ
ー
ス
、
プ
ル
メ
リ

ア
ラ
ク
ー
ン
、
べ
ふ
峡
温
泉
、

民
家
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
リ
ト
ル
ガ

ー
デ
ン
庭
園
喫
茶
、
山
の
食
堂

Ｈ
a
n
a

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
立
山
田
高
等
学
校

k
a
m
i

愛
部
／
ト
ー
タ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
部

☎
52
・
３
１
５
１

◆
第
14
回
土
佐
塩
の
道

30
㎞
う
ぉ
ー
く

か
つ
て
香
南
市
赤
岡
町
で
と

れ
た
塩
を
、
物
部
町
の
奥
地
ま

で
運
ん
だ
産
業
道
『
塩
の
道
』
。

　

当
時
を
偲
び
、
朝
か
ら
夕
方

ま
で
一
気
に
塩
の
道
を
歩
く
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

※

４
月
30
日
時
点
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
状
況
で
開
催
判
断
を
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
５
月
28
日
（
土
）

※

少
雨
決
行

※

予
備
日
５
月
29
日
（
日
）

【
受
付
】
５
時
50
分
～

赤
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
コ
ー
ス
】

物
部
町
山
崎
公
園
発

①
赤
岡
町
高
木
酒
造(

約
30
㌔)

②
山
北
あ
ぐ
り
の
さ
と(
約
20
㌔)

※

い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

【
参
加
費
】
８
０
０
０
円

【
定
員
】
80
人

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

香
北
観
光
ト
ラ
ベ
ル

☎
59
・
３
３
９
３

◀
美
良
布
か
ら
物
部
川
に
掛

か
る
暁
美
橋
を
渡
る
と
西
峰

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

スポーツ安全保険スポーツ安全保険 文化活動も
加入出来ます

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

4名以上の団体・グループで
ご加入ください。

団体活動中の事故／往復中の事故
令和4年4月1日の午前0時から令和5年3月31日午後12時まで保 険 期 間

対象となる事故

検索スポーツ安全保険
保険の詳しい内容、資料の請求は、ホームページをご覧ください。
ご加入はインターネットからのお手続きが便利です。
スマートフォンからもお手続きできます。

088-820-1755 電話受付時間　午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日を除く。）

高知県支部

１１９番通報不通のお知らせ

４月１３日(水)２時３７分～４０分(３分間)

NTT西日本の交換機工事に伴い、次の時

間は１１９番通報が掛かりません。

この時間帯に１１９番通報が掛からなか

った場合は、携帯電話もしくはIP電話を

使用して、０８０－２９８７－４１７１
への通報をお願いします。

※この番号は例外的な対応であり、上記

時間帯以外は使用できません。

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています
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